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第 15 話 湊
みなと

川
がわ

の 戦
たたかい

 

  勤
きん

王
のう

軍
ぐん

の菊池
き く ち

氏が多々良
た た ら

濱
はま

の戦いに敗れたので、尊氏の勢いが大宰府
だ ざ い ふ

に大いに振
ふ

る。 

やがて彼が九州、四国、中国の兵を合わせて東上すると、官軍は兵庫にこれを防ぐが敗れ、 

楠
くすの

木
き

正
まさ

成
しげ

は湊
みなと

川
がわ

で戦死する。 尊
たか

氏
うじ

の入京。 

 

  さて足利尊
たか

氏
うじ

は 2 月 19 日に長門
ながと

の一の宮
いちのみや

に詣
もう

で、20 日に赤
あか

間
まが

関
せき

に着いた。 九州の豪族はこれを

聞いて、方
ほう

々
ぼう

から来
き

て集
あつ

まった。 25 日には大宰府
だ ざ い ふ

の小弍
しょうに

貞
さだ

常
つね

の嫡子
ちゃくし

頼
より

尚
ひさ

兄弟が一族郎等
いちぞくろうとう

500 騎を率
ひき

い

てこれを迎
むか

えたので、尊氏は、29 日に赤間関から海
かい

路
ろ

を筑
ちく

前
ぜん

の芦
あし

屋
やの

浦
うら

に着いた。 

肥後
ひ ご

の菊池
きくち

氏 

  この頃、九州に有名な勤王家
きんのうか

が

いた。 肥後
ひ ご

（熊本県）の菊池
きくち

氏で

す。 曩
さき

に後
ご

醍
だい

醐
ご

天皇が隠
お

岐
き

におい

での頃に、菊池
きくち

武
たけ

時
とき

が勤王の軍を起
お

こして 九
きゅう

州
しゅう

探
たん

題
だい

の北
ほう

條
じょう

英
ひで

時
とき

を

討
う

とうとしたという事は前に述べま

したが、その時、一
いっ

緒
しょ

に攻
せ

める筈
はず

の

小弍
しょうに

貞
さだ

常
つね

らが 中
ちゅう

途
と

で 志
こころざし

を変
へん

じ

て、却
かえ

って英
ひで

時
とき

を援
たす

けたために、 
  

武
たけ

時
とき

は終
つい

に破れ、子の武重
たけしげ

に後
のち

の事を言い含
ふく

めて国に還
かえ

させて、自分は勇
いさ

ましく戦死
せんし

したのでした。  

武重
たけしげ

は父の 志
こころざし

を継
つ

いで官軍
かんぐん

に属
ぞく

して、新田
にった

義
よし

貞
さだ

が箱根に戦った時には、その先登
せんとう

となって足利直
ただ

義
よし

の軍を破りました。 その後も常に新田義
よし

貞
さだ

の軍に 従
したが

い、足利尊
たか

氏
うじ

が京都に攻め入った時には、天皇

の御
み

輿
こし

を護
まも

って叡
えい

山
ざん

にお供
とも

した。 尊
たか

氏
うじ

が九州に走った後も、彼は義
よし

貞
さだ

の軍に加
くわ

わって 忠
ちゅう

勤
きん

を励
はげ

んでい

ました。  

多
た

々
た

良
ら

濱
はま

の 戦
たたか

い 

肥後には、この時、弟の武
たけ

敏
とし

がいました。 彼は小弍
しょうに

貞
さだ

常
つね

がその子らに兵を授
さづ

けて尊
たか

氏
うじ

を迎えたと聞

くと、彼らがまだ帰
かえ

り着
つ

く前
まえ

に太宰府を 陥
おとしい

れようと、武
たけ

敏
とし

は延元元年 2 月 29 日、急に 3,000 騎の兵を

率
ひき

いて阿蘇
あ そ

惟
これ

直
なお

らと共に貞
さだ

常
つね

を攻めた。 貞
さだ

常
つね

は尊
たか

氏
うじ

を迎えてから、菊池氏と決戦するつもりでいたが、

先んじられたために遂
つい

に敗
やぶ

れて、自殺した。 菊池武
たけ

敏
とし

は勢いに 乗
じょう

じて兵を進め、3 月 2 日に博
はか

多
た

附
ふ

近
きん

の多
た

々
た

良
ら

濱
はま

に尊
たか

氏
うじ

を迎え撃
う

って、一
いっ

旦
たん

は大いにこれを破ったのですが、直
ただ

義
よし

が死を決
けっ

して戦ったので、菊

池軍は次第
しだい

に圧迫
あっぱく

され、その上、松浦党
まつらとう

が敵に降参したので、ついに敗れて筑後
ちくご

に 退
しりぞ

いた。  

勝
かち

誇
ほこ

った直
ただ

義
よし

は直
ただ

ちに大宰府に入り、次いで尊
たか

氏
うじ

もまた大宰府に入った。 実にこの一戦は、九州に

於ける官軍
かんぐん

と賊軍
ぞくぐん

との運命
うんめい

を決
けっ

する大事な戦いだったのですが、惜
お

しいかな、菊池軍は数倍の大軍を以
も

っ
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てしても敗れたので、ついに尊
たか

氏
うじ

の運
うん

を九州に開
ひら

かせる 基
もとい

となりました。 

  尊
たか

氏
うじ

は大宰府に入ると、勝
か

ちに 乗
じょう

じて全九州をその勢力の下に従
した

がえようと、直
ただ

ちに兵を遣
つか

わして

菊池を追撃すると共に、近
きん

国
ごく

の豪族
ごうぞく

に書面
しょめん

を送
おく

って、その尊
たか

氏
うじ

方
がた

への来会
らいかい

を求めた。 こうしてその 勢
いきお

いが大宰府に大いに振
ふ

るうと、官軍である菊池氏、阿
あ

蘇
そ

氏、及び 日
ひゆう

向
が

の肝
きも

付
つき

氏らに対する備
そな

えの兵を後
あと

に

駐
とど

めて、尊
たか

氏
うじ

は弟の直
ただ

義
よし

と共に東 上
とうじょう

の準備
じゅんび

にかかった。 

新田義
よし

貞
さだ

、白
しろ

旗
はた

城
じょう

を囲
かこ

む 

  一方、新田
にった

義
よし

貞
さだ

は、足利尊
たか

氏
うじ

が九州に走った後に、更に尊
たか

氏
うじ

追討
ついとう

の 勅
ちょく

を受けて京都を発して、60,000

余騎の兵を率いて赤
あか

松
まつ

則
のり

村
むら

を播
はり

磨
ま

の白
しろ

旗
はた

城
じょう

に囲
かこ

んだ。 白旗城は、赤松氏の本 城
ほんじょう

であり、中国への往
おう

還
かん

に当った要
よう

害
がい

の地です。 赤松氏が足利氏に属してこの城を守っている間は、尊
たか

氏
うじ

が東 上
とうじょう

の通路
つうろ

は

安全
あんぜん

なわけですから、義
よし

貞
さだ

は先づこの城を抜
ぬ

いて後
のち

に西下
さいか

しようとしたのです。 けれども赤松氏もま

た、尊
たか

氏
うじ

がが東上するまでは官軍をここに食
く

い止
と

めようとして死守
ししゅ

したので、容易
ようい

には 陥
おちい

らない。 義
よし

貞
さだ

は延
えん

元
げん

元年の三月末から攻撃
こうげき

にかかり、後にはこれを兵 糧
ひょうろう

攻
ぜ

めにすると共に、別に弟の脇屋
わきや

義
よし

助
すけ

らに

兵を授
さづ

けて、備
び

前
ぜん

、備
びっ

中
ちゅう

、美
みま

作
さか

方面の諸城を攻
せ

めさせた。 

  かくして官軍の勢いが大いに中国に振
ふ

るったので、則
のり

村
むら

は密か
ひそか

に急使
きゅうし

を尊
たか

氏
うじ

に送
おく

って、援
たす

けを求
もと

めた。 

足利尊
たか

氏
うじ

の東 上
とうじょう

 

  既
すで

に出 発
しゅっぱつ

の準備
じゅんび

をしていた尊
たか

氏
うじ

は、これを聞くと一層
いっそう

東 上
とうじょう

を急
いそ

いで、早くも 4 月 3 日には大宰府

を出発した。 5 月 1 日に安芸
あ き

の 厳
いつく

島
しま

に詣
もう

で、5 日の夕べに、更
さら

に進
すす

んで備後
びんご

（広島県東部）の鞆
とも

の港

に着くと、ここで軍議
ぐんぎ

を開いて、尊
たか

氏
うじ

は 高
こうの

師
もろ

直
なお

と共に海路
かいろ

を取
と

り、弟の直
ただ

義
よし

は師
もろ

直
なお

の弟の師
もろ

泰
やす

らと共に

陸路
りくろ

を進
すす

むことにした。 九州、四国、中国の将士が 殆
ほとん

ど皆
みな

尊
たか

氏
うじ

に 従
したが

ったので、その 勢
いきお

いは 頗
すこぶ

る盛
さか

ん

で、尊
たか

氏
うじ

の率いた兵
へい

船
せん

は 7,000 余艘、直
ただ

義
よし

の率いた軍勢は 200,000 騎と号
ごう

した。 

  5 月 10 日に海陸同時に鞆
とも

の港を立って、堂々
どうどう

と東に進んだ。 

新田義
よし

貞
さだ

、 兵
ひょう

庫
ご

に 退
しりぞ

く 

この時、官軍では、新田義
よし

貞
さだ

の武将の大井田
お お い だ

氏
うじ

経
つね

が備中の福
ふく

山
やま

城（総社市）を占
せん

領
りょう

して守っていた

が、16 日に、直
ただ

義
よし

の大軍に 忽
たちま

ち攻
せ

め落
おと

とされて、氏
うじ

経
つね

は備前に遁
のが

れた。 義
よし

貞
さだ

の弟脇屋
わきや

義
よし

助
すけ

は備前の三石
みついし

城を囲んでいたが、彼もまた抵抗
ていこう

が出来ないので、囲
かこ

みを解
と

いて 退
しりぞ

いた。 

総
そう

大
だい

将
しょう

の義
よし

貞
さだ

もついに 18 日に赤
あか

松
まつ

則
のり

村
むら

が守
まも

る白旗城の囲
かこ

みを解
と

いて、23 日に兵庫に 退
しりぞ

いて陣
じん

取
ど

ったが、これと共に使いを京都に馳
は

せて、事
こと

の次第
しだい

を朝廷に申し上げた。 朝廷では大いに 驚
おどろ

かれ、楠
くすの

木
き

正
まさ

成
しげ

をお召
め

しになって、 急
いそ

ぎ兵庫に下って、義
よし

貞
さだ

に力を合わせて合戦をするようにと言われた。  

正
まさ

成
しげ

の献策
けんさく

 

楠木正
まさ

成
しげ

は 畏
かしこ

まって、 

「今
こん

度
ど

の賊
ぞく

軍
ぐん

は定
さだ

めて大
たい

軍
ぐん

で在
あ

りましょう。 身
み

方
かた

の疲
つか

れた小
こ

勢
ぜい

で、勢いに乗
の

った敵の大群
たいぐん

と、普通
ふつう

の
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合戦
かっせん

をしたのでは身方は 必
かなら

ず負
ま

けると思いますから、一先
ひとま

づ新田殿をも京都にお召
め

しになって、前の如
ごと

く

叡
えい

山
ざん

に御臨幸
りんこう

になるのがよいとぞんじます。 正
まさ

成
しげ

も河内
かわち

に帰って、機内
きない

の軍勢
ぐんぜい

を以
も

って淀
よど

川
がわ

尻
じり

を差
さ

し塞
ふさ

ぎ、両方から敵の糧 道
りょうどう

を絶
た

ちましたならば、敵は次第
しだい

に疲
つか

れて軍勢が落ち、身方は日に日に馳
は

せ集
あつ

まっ

て多
おお

くなりましょう。 その時になって、新田殿は叡山
えいざん

から押
お

し寄
よ

され、正
まさ

成
しげ

は河内から攻
せ

め上
のぼ

りました

ならば朝
あさ

敵
てき

を一
いち

時
どき

に滅
ほろ

ぼすことが出来ようかとぞんじます。新田殿も定
さだ

めてそうは思いながら、途
みち

で一戦

もしないのは卑怯
ひきょう

だと人に思われるのを恥
は

じて兵庫に支
ささ

えているのだとぞんじます。およそ合戦は、一時

の事はともかく、最後
さいご

の勝利
しょうり

を占
し

めるのが肝要
かんよう

です、よくよくお考えの上、お決め下さるように願います」 

と申し上げた。  

正
まさ

成
しげ

の策
さく

が用
もち

いられず 

多くの公
く

卿
ぎょう

は、戦争の事は武
ぶ

臣
しん

にお委
まか

せなさるのがよろしいといったが、藤 原
ふじわらの

清
きよ

忠
ただ

という人が、 

「正
まさ

成
しげ

の申すことには一理
り

はありますが、征伐
せいばつ

に向った者がまだ一戦もしないうちに、帝都
ていと

を捨
す

てて、1

年の内に 2 度までも叡山
えいざん

に御臨幸
りんこう

なさるというのは、第一、朝廷の御威光
いこう

にもかかわり、又、官軍の道

も 失
うしな

うことであります。 たとえ尊
たか

氏
うじ

が九州の軍勢
ぐんぜい

を率いて来るといっても、去年
きょねん

の関東勢
かんとうぜい

ほどでは

ありますまい。 それに身方は小勢で、いつも敵の大軍を攻め破っていますが、これは全く天皇の御徳
とく

に

よるのでありますから、今度も帝都
ていと

の外
そと

で決戦
けっせん

して、敵を滅
ほろ

ぼす事は何のむづかしいことがありましょう。 

正
まさ

成
しげ

はやはり兵庫にお下
くだ

しなさるのがよろしいと存
ぞん

じます」 

と申し上げたので、天皇はその言葉
ことば

を用
もち

いられた。  

桜井駅
さくらいえき

の訣
けつ

別
べつ

 

 正
まさ

成
しげ

はこの上は仕方
しかた

ないと、 勅
みことの

りを奉じて兵庫
ひょうご

に向
むか

ったが、これを最後
さいご

の合戦
かっせん

と思
おも

ったので、嫡子
ちゃくし

正行
まさつら

が今年十一才で一
いっ

緒
しょ

にいたのを、後
あと

に 志
こころざし

を継
つ

がせるためにと、摂津の桜井駅
さくらいえき

（大阪府北東部）か

ら河内に帰
かえ

した。 有名
ゆうめい

な楠
なん

公
こう

父子
ふ し

桜井駅
さくらいえき

の訣
けつ

別
べつ

がこれで、この時、正
まさ

成
しげ

は、「自分が討
う

ち死
じ

にしたら、

天下
てんか

は 必
かなら

ず足利尊
たか

氏
うじ

の世となるであろうが、一
いっ

旦
たん

の 命
いのち

を助
たす

かるために、多年
たねん

の忠 烈
ちゅうれつ

を 失
うしな

って、降参
こうさん

するようなことがあってはならぬぞ。 一族
いちぞく

若党
わかとう

の一人でも死
し

に残
のこ

っている間は、金剛山
こんごうさん

の辺
ほと

りに引
ひ

き籠
こも

って、敵を悩
なや

まし、君
きみ

に 忠
ちゅう

義
ぎ

を尽
つ

くし 奉
たてまつ

れ。 これが 汝
なんじ

の第一の孝行
こうこう

であるぞ」と教 訓
きょうくん

を残
のこ

して、

泣
な

く泣く東と西とに別
わか

れたということです。 今はその地
ち

に記念
きねん

の碑
ひ

を建
た

てて、この美
び

談
だん

を永
なが

く後
こう

世
せい

に伝
つた

えています。  

湊
みなと

川
がわ

の
いくさ

戦
たたか

い 

かくて楠木正
まさ

成
しげ

は 700 騎の兵を率いて兵庫に進
すす

み、新田義
よし

貞
さだ

と力を協
あわ

せて敵
てき

の来
く

るのを待
ま

っていた。 

時は延元
えんげん

元年5 月25 日、尊
たか

氏
うじ

の 兵
ひょう

船
せん

は須磨
す ま

の沖
おき

から凡
およ

そ60 kｍの間、全
まった

く水
みづ

の 面
おもて

もみせないほどに、

舳
じく

艪
ろ

を並
なら

べて漕
こ

ぎ寄
よ

せる。 直
ただ

義
よし

の陸兵
りくへい

は、諸家
しょけ

の旗
はた

を 5～600 旈
りゅう

も吹
ふ

き靡
なび

かせて、雲霞
うんか

の如
ごと

くに山陽

道を寄
よ

せ懸
か

ける。  

海上の兵船も、陸上の軍勢も、思ったよりも 夥
おびただ

しく、聞いたよりも猶
なお

多かったので、官軍は身方の
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小勢に比べて呆
あき

れて見えたが、総大将の義
よし

貞
さだ

も正
まさ

成
しげ

も、もとより大
たい

敵
てき

を恐
おそ

れず、 小
しょう

敵
てき

をあなどらない名
めい

将
しょう

ですから、少
すこ

しも気
き

を落
お

とした様
よう

子
す

はなくて静
しず

かに身
み

方
かた

の手
て

分
わ

けをした。 脇屋
わきや

義
よし

助
すけ

は 5,000 余騎を

以って 経
きょうが

島
しま

を固め、大館
おおだて

氏
うじ

明
あきら

は 3,000 余騎で南の濱
はま

に陣
じん

取
ど

った。 海
かい

上
じょう

の敵
てき

を 上
じょう

陸
りく

させないため

の陸
りく

路
ろ

の敵には楠木正
まさ

成
しげ

が向
むか

ったが、彼はわざと他の軍勢をば交
まじ

えずに、部下
ぶ か

の 700 騎だけで 湊
みなと

川
がわ

の西

の宿
やど

に控
ひか

えていた。 総大将の義
よし

貞
さだ

は、25,000 騎を率いて和
わ

田
だ

岬
みさき

に本
ほん

陣
じん

を構
かま

え、身方
みかた

の諸軍
しょぐん

に命
めい

を下
くだ

し 

ていた。  

敵
てき

の水軍
すいぐん

 

  ところが、敵の水軍
すいぐん

は、初
はじ

め

経
きょうが

島
しま

に上 陸
じょうりく

しかけたが、真
ま

っ

先
さき

の 200 余人が 忽
たちま

ち官軍に 1 

人も残
のこ

らず討
う

ち取
と

られると、更
さら

に

先
さき

へと進
すす

んで和田岬を東へ堂々

と通り過ぎた。 紺
こう

部
べ

の濱
はま

 -- 今

の神戸 –から上 陸
じょうりく

しようとした

のです。 義
よし

貞
さだ

、義
よし

助、氏
うじ

明
あき

等

の軍勢は、その上陸を防
ふせ

ごうとし 
 

て、漕
こ

ぎ行く船に 随
したが

って、汀
みぎわ

を東に 退
しりぞ

いた。 海
うみ

と陸
りく

との両軍がこうして互いに睨
にら

み合
あ

いつつ次
し

第
だい

に遠
とお

くの 汀
みぎわ

へ去
さ

ると、いつか義
よし

貞
さだ

と正成
まさしげ

の間が遠く隔
へだ

たって、兵庫の船着
ふなつき

には支
ささ

える兵もなくなった。 そ

の時、敵の残りの水軍が一時にどっと和田岬に漕
こ

ぎ寄
よ

せて、上陸したのです。 

正成
まさしげ

の奮戦
ふんせん

 

  楠木正成
まさしげ

はこれを見て、弟の正
まさ

季
すえ

に言った。 「敵
てき

を前
ぜん

後
ご

に受
う

けて、身
み

方
かた

は遠
とお

く隔
へだ

たった。 今は遁
のが

れぬところと思うぞ、先づ前の敵を一
ひと

散
ち

らし追
お

い捲
まく

って、後
うし

ろの敵と戦おう」と、 則
すなわ

ち 700 余騎を前後

に立てて、直
ただ

義
よし

の大軍の中に駆
か

け入
い

った。 足利直
ただ

義
よし

の軍勢は、菊水
きくすい

の旗
はた

を見て、よき敵だと思ったので、

取
と

り籠
こ

めてこれを討
う

とうとしたが、もとより知
ち

勇
ゆう

兼
けん

備
び

の名
めい

将
しょう

が、秘
ひ

術
じゅつ

を尽
つく

して奮
ふん

戦
せん

するのですから、そ

の勢いは凄
すさ

まじい。  

縦
たて

に横
よこ

に、破
やぶ

って通
とお

り、追
お

い靡
なび

け、正成
まさしげ

と正
まさ

季
すえ

と、七
なな

たび会
あ

って七たび別
わか

れ、偏
ひとえ

に直
ただ

義
よし

を目
め

ざして

討
う

とうとしたので、ついに直
ただ

義
よし

の数十万騎が楠木の 700 騎に駆
か

け散
ち

らされて、須磨の方に引き返した。 こ

の時、直
ただ

義
よし

の馬は 鏃
やじり

を踏
ふ

んで 蹄
ひづめ

を傷
きず

つけ、右の足をびっこにしたので、楠木勢に追
お

い詰
つ

められて、すで

に討
う

たれたかとまで思われたが、彼の悪運
あくうん

が強かったのか、馳
は

せつけた家来
けらい

が奮
ふん

闘
とう

している間に、直
ただ

義
よし

は

辛
から

くも馬
うま

を乗
の

り換
か

えて逃
に

げ去
さ

った。 

尊
たか

氏
うじ

はこのさまを見て、新
あら

手
て

を入
い

れ替
か

えて直
ただ

義
よし

を討
う

たすなと命
めい

を下
くだ

すと、 高
こうの

師
もろ

直
なお

以下の人々が、

6,000 騎で湊川の東に駆け出で、楠木勢の後ろからこれを取巻
とりま

いた。 正成
まさしげ

兄弟は又取
と

って返
かえ

してこの敵
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と奮戦
ふんせん

したが、6 時間に 16 度まで戦うと、部下の兵も次第に滅
ほろ

びて、後
あと

は僅
わづ

かに 73 騎になった。  

時は陰暦
いんれき

の 5 月 25 日で、今の太陽暦
たいようれき

の 7 月 12 

日に当る。 熱
あつ

い夏の真
ま

っ最
さい

中
ちゅう

に、しかも 6 時間に

余る苦戦
くせん

をしたのですから、さすがの正成
まさしげ

もどんなに

か疲
つか

れ果
は

てた事だったでしょう。  

楠木正成
まさしげ

の戦死
せんし

 

今はこれまでと 諦
あきら

めて、湊川の北に当って、一村の

民家
みんか

のあった中へ走り入って、腹を切らんが為に 鎧
よろい

を脱
ぬ

いでわが身を見るに、切り創
きず

を 11 ケ所までも受

けていた。 この外 72 人の者共も、皆５ケ所、３ケ

所の創
きず

を受けていない者はいなかった。 楠木の一族

が十三人、随
したが

う兵が 60 余人、六
ろく

間
ま

の座
ざ

敷
しき

に 2 列
れつ

に並
なら

んで一度に腹
はら

を切
き

ったということです。 

この時、正成
まさしげ

は弟の正
まさ

季
すえ

に向って、「何
なに

か最後
さいご

の

願
ねが

いはないか？」と問うと、正
まさ

季
すえ

はからからと笑
わら

っ

て、「七度までも同じ人間に生まれて、 朝
ちょう

敵
てき

を滅
ほろ

ぼ

したいと思います」といったので、正成
まさしげ

はさも嬉
うれ

し

げな様子
ようす

で、「わしもそう思うのだ。 さらば同じく 

 

   

 神戸 湊川神社   楠木
くすのき

正成
まさしげ

の墓
はか

 

人間に生
う

まれ替
か

わって 朝
ちょう

敵
てき

を滅
ほろ

ぼそう」と互いに誓
ちか

い、兄弟共に刺
さ

し違
ちが

えて死んだ。 正成
まさしげ

は時に 43 才

でした。 やがてその首は賊軍の手に渡
わた

ったが、逆 賊
ぎゃくぞく

の尊
たか

氏
うじ

もさすがに正成
まさしげ

の忠義
ちゅうぎ

には感
かん

じていたので、

これを河内の正行
まさつら

の許
もと

に送った。   

湊
 みなと

川
がわ

神
じん

社
じゃ

 

後
ご

醍醐
だいご

天皇は正成
まさしげ

の戦死
せんし

を聞かれると、大いに歎
なげ

かれたが、せめては笠
かさ

置
ぎ

以来の 忠
ちゅう

功
こう

を 賞
しょう

するため

にと、やがて 正
しょう

三
さん

位
み

左
さ

近
こん

衛
えの

中
 ちゅう

将
じょう

を贈
おく

られた。 なお、後に明治
めいじ

天皇は正成
まさしげ

に 正
しょう

一
いち

位
い

をお贈りになり、

大 正
たいしょう

天皇は正
まさ

季
すえ

に従
じゅ

三位
さんみ

を贈られた。  

今、神戸市にある別
べっ

格
かく

官
かん

幣
ぺい

大
たい

社
しゃ

湊
 みなと

川
がわ

神
じん

社
じゃ

は、正成
まさしげ

を祀
まつ

った 社
やしろ

で、その境内
けいだい

に在
あ

る正成
まさしげ

の墓には、有

名な「嗚
あ

呼
あ

忠
 ちゅう

臣
しん

楠
 なん

子
し

之
の

墓
はか

」の石碑
せきひ

が建っている。 これは水戸
み と

の徳川光圀
とくがわみつくに

が、正成
まさしげ

の死後 350 年にそ

の忠義
ちゅうぎ

を永 久
えいきゅう

に世に表
あら

わすために建てたものであります。 

新田義
よし

貞
さだ

の苦戦
くせん

 

  さて、正成
まさしげ

が既
すで

に戦死すると、尊
たか

氏
うじ

は直
ただ

義
よし

の軍を合
あ

わせて新田義
よし

貞
さだ

の軍を追撃
ついげき

して来た。 義
よし

貞
さだ

は
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この時、西 宮
にしのみや

附近で水軍の先鋒
せんぽう

であった細
ほそ

川
かわ

定
ぢょう

禅
ぜん

の軍と戦っていたのですが、これを見ると、兵を旋
かえ

し 

て生
いく

田
たの

森
もり

の附近に敵を迎えて大いに戦った。 けれ

ども、勝
か

ち誇
ほこ

った数十万の大軍に取り囲まれた僅
わづ

か

の兵で、どうしてこれを拒
ふせ

ぎきることが出来ましょ

うか。  

苦戦
くせん

に苦戦をしながら 退 却
たいきゃく

するうちに、運
うん

悪
わる

くもその馬を射
い

倒
たお

された。 義
よし

貞
さだ

は、とある塚
つか

の上

に下り立って、ただ一人、左右の手に抜き持った

二振り
ふ た ぶ り

の名刀
めいとう

を揮
ふる

って、敵の射
い

かける矢をば切って

落として拒
ふせ

いでいたが、危
き

険
けん

は刻
こく

々
こく

と迫
せま

って来た。 

その折
おり

から、家来の小山田
お や ま だ

高家
たかいえ

が遥
はる

かの山の上

からこれを見て、まっしぐらに駆
か

け付
つ

けると、自分

の馬に義
よし

貞
さだ

を乗せて自分は徒
かち

立
だち

となり、奮戦して遂

に討たれた。 その間に、義
よし

貞
さだ

は危
あや

ういところをの

がれたのです。 その地は今も摂津の御影
みかげ

町の附近

に求
もと

女
め

塚
づか

として残っています。 

   

     楠
くすの

木
き

正
まさ

成
しげ

の用
もち

いた 鎧
よろい

と鞍
くら

 

  

       神戸  湊 川
みなとがわ

神社
じんじゃ

 

小山田
お や ま だ

高家
たかいえ

 

 序
ついで

に述
の

べますが、この時、小山田
お や ま だ

高家
たかいえ

が義
よし

貞
さだ

の 命
いのち

に代
か

わった事に就
つ

いては、武士の 情
じょう

愛
あい

を語
かた

る 1 つ

の美
び

談
だん

が伝えられています。  

これより先、新田義
よし

貞
さだ

が播磨の赤
あか

松
まつ

則
のり

村
むら

を播磨の白
しろ

旗
はた

城
じょう

に囲
かこ

んだ時に、兵の多い割合には兵 糧
ひょうろう

が乏
とぼ

しかった。 厳
げん

重
じゅう

な軍
ぐん

法
ぽう

を設
もう

けなければ兵士の狼藉
ろうぜき

が絶
た

えまいからと、一粒
ひとつぶ

をも刈取
かりと

り、一
いっ

軒
けん

の家
いえ

をも荒
あ

らした者は、速
すみ

やかに死刑
しけい

にするぞという 掟
おきて

を書いた高
こう

札
さつ

を道の辻
つじ

々
つじ

に立てさせた。  

そのおかげで農民
のうみん

は耕作
こうさく

をつづけ、商 人
しょうにん

は商 売
しょうばい

をしっかり 営
いとな

んでいたのに、この小山田
お や ま だ

高家
たかいえ

は、

敵陣
てきじん

の近くに行って、青
あお

麦
むぎ

を刈取
かりと

らせて、馬に負
お

わせて帰
かえ

って来
き

た。 取
と

り締
し

まりの役人
やくにん

がこれを見て、

直
すぐ

に高家
たかいえ

を呼
よ

び寄
よ

せ、法
ほう

を犯
おか

したので止
や

むなく彼を死刑
しけい

にしようとした。  

義
よし

貞
さだ

がこれを聞いて、「青麦ぐらいに命を棄
す

てようとする筈
はず

はない。そこを敵陣
てきじん

だと思
おも

いちがえたの

か、さもなければ兵 糧
ひょうろう

が尽
つ

きたのかも知
し

れない。 彼の陣屋
じんや

を調
しら

べてみよ」と、使いを遣
や

って調べさせる

と、馬や武器
ぶ き

のようなものはすべて立派
りっぱ

に 整
ととの

っていたが、食
た

べ物
もの

の類
るい

は一粒
ひとつぶ

もなかった。  

使
づか

いが帰
かえ

ってこの由
よし

をいうと、義
よし

貞
さだ

は大いに恥
は

じた様
よう

子
す

で、「高家
たかいえ

が法
ほう

を犯
おか

したのは、戦
たたか

いを大
たい

切
せつ

に

思
おも

うあまりに罪
つみ

を忘
わす

れたのに相違
そうい

ない、士
し

卒
そつ

を飢
う

えさせたのはこの大 将
たいしょう

の恥
はぢ

である。 勇士
ゆうし

を 失
うしな

うのも

いけないが、法
ほう

を乱
みだ

すのもいけない」と、麦の主
ぬし

には着物
きもの

二
ふた

重
かさ

ねを与
あた

えてこれを 償
つぐな

い、高家
たかいえ

には兵 糧
ひょうろう

10 

石
こく

を与えて帰らせた。 高家
たかいえ

は深
ふか

くこの情
なさ

けに感
かん

じて、さてこそ求
もと

女
め

塚
づか

の危
き

急
きゅう

の際
さい

に、御恩
おん

返
がえ

しはこの
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時と、義
よし

貞
さだ

の 命
いのち

に代
か

わって討
う

ち死
じに

したのであります。 

後
ご

醍醐
だいご

天皇、叡山
えいざん

に遷幸
せんこう

 

 新田義
よし

貞
さだ

は危
あや

ういとことを高家
たかいえ

に救
すく

われ、残兵
ざんぺい

5,000 を率いて、辛
から

く
く

も丹
たん

波
ば

路
ぢ

を経
へ

て京都に帰った。 

5 月 26 日の事です。 京都の 驚
おどろ

きと騒
さわ

ぎは一
ひと

通
とお

りではなかった。 翌 27 日、天皇は神器
じんぎ

を奉じて 再
ふたた

び

叡
えい

山
ざん

に 行
ぎょう

幸
こう

され、皇
こう

居
きょ

を東坂本に定められた。 義
よし

貞
さだ

、義
よし

助
すけ

を始めとして、新田一族、宇
う

都
つの

宮
みや

公
きみ

綱
つな

、千
ち

葉
ば

貞
さだ

胤
たね

、菊
きく

池
ち

武
たけ

重
しげ

、土
ど

居
い

道
みち

増
ます

、得
とく

能
のう

通
みち

綱
つな

、名
な

和
わ

長
なが

年
とし

らの武士がお護
まも

り申し上げた。 

この時、予
か

ねて尊
たか

氏
うじ

に義
よし

貞
さだ

追討の院宣
いんぜん

を与
あた

えた光
こう

厳院
ごんいん

は、他の皇族方とご一緒に一旦
いったん

叡山へと京都

をお出になったが、途中からご病気と 称
しょう

して引
ひき

返
かえ

し、6 月 1 日、尊
たか

氏
うじ

が山崎に陣
じん

して次
つ

いで八幡
やはた

に本営
ほんえい

を移
うつ

すに及
およ

んで、御弟の豊
とよ

仁
ひと

親王と共に尊
たか

氏
うじ

の陣
じん

に迎
むか

えられた。 

六 條
ろくじょう

忠
ただ

顕
あき

の戦死
せんし

 

足利勢の先鋒
せんぽう

は早くも 26 日に京都に入
はい

り、29 日に直
ただ

義
よし

の軍も 入 京
にゅうきょう

した。 尊
たか

氏
うじ

はなお 暫
しばら

く八幡
やはた

に

留
とど

まって、先
ま

づ直
ただ

義
よし

らに叡山を攻撃
こうげき

させた。 この攻撃は 6 月 5 日から始まって、約半ケ月も継続
けいぞく

した。 

賊軍は三方から大兵を以
も

って押
お

し寄
よ

せて、一
いっ

挙
きょ

に
に

攻
せ

め落
おと

そうとしたが、官軍
かんぐん

がよく防
ふせ

いだので、却
かえ

って寄手
よせて

の方
ほう

がしばしば苦戦
くせん

に 陥
おちい

ったくらいでした。 けれども、たびたびの激
げき

戦
せん

に官軍の損
そん

害
がい

も多く、6 月 7 日

の戦いには 中
ちゅう

興
こう

の功
こう

臣
しん

である六 條
ろくじょう

忠
ただ

顕
あき

も戦死
せんし

した。 

尊
たか

氏
うじ

は官軍の勢いの中々
なかなか

盛
さか

んなのを見ると、6 月 14 日に光
こう

厳院
ごんいん

を奉じて京都に入り、東
とう

寺
じ

に本
ほん

営
えい

を

移して身方に気
き

勢
せい

を添
そ

えた。 けれどもこの時、宇治の方面に在
あ

った官軍の一隊
いったい

が彼の背後
はいご

を襲
おそ

おうとし

ていたので、先づこれに備
そな

えているうちに、叡山の方面では、6 月 20 日の戦いに足利軍が大いに敗れて、

ついに尊
たか

氏
うじ

は京都を退いた。  

名
な

和
わ

長
なが

年
とし

の戦死
せんし

  

官
かん

軍
ぐん

は勝
か

ちに 乗
じょう

じて京都を回復
かいふく

しようと、6 月 30 日に大挙して京都を襲
おそ

い、敵の先陣を駆
かけ

散
ち

らし

て、進
すす

んで東
とう

寺
じ

の尊
たか

氏
うじ

の本営
ほんえい

にまで迫
せま

っていたが、足利軍がよく拒
ふせ

ぎ 戦
たたか

ったので、ついには官軍は大い

に敗れて 退
しりぞ

いた。 この時、義
よし

貞
さだ

は細
ほそ

川
かわ

定 禅
ぢょうぜん

に追撃
ついげき

されて、一時は 殆
ほとん

ど危
あぶ

なかったが、部下の将士の

決死の 戦
たたか

いに依
よ

って僅
わづ

かに遁
のが

れた。 しかし、名
な

和
わ

長
なが

年
とし

はついにこの日の戦いに討ち死にをした。 

長
なが

年
とし

は船 上 山
せんじょうざん

に天皇を迎
むか

えしてからここに 4 

年、常に天皇をお護
まも

りしてよく勤王
きんのう

の 志
こころざし

を遂
と

げ

たのです。 その墓は今も京都に在ります。 なお、

後に明治
めいじ

天皇は長
なが

年
とし

に従三位を贈られた。  

今、伯耆国名和
な わ

村に在る別格
べっかく

官幣社
かんぺいしゃ

名和
な わ

神社
じんじゃ

は

長
なが

年
とし

を祀
まつ

った 社
やしろ

で、その宮司
ぐうじ

は長
なが

年
とし

の子孫
しそん

である

名和
な わ

男 爵
だんしゃく

（訳注：戦前の位）が代々
だいだい

つとめている。 
 

  鳥取県      名 和
な わ

神 社
じんじゃ
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足利尊
たか

氏
うじ

の京都占 領
せんりょう

 

さて、その後の官軍は 暫
しばら

く叡山（比叡山）に據
よ

ってその勢いを 養
やしな

っていましたが、賊軍も敢
あ

えて攻

め寄せることをしなかった。 互
たが

いに打
う

ち勝
か

つ見
み

込
こ

みが立たなかったのでしょう。  

ここに至って思い出すのは、先に正成
まさしげ

が立てた計 略
けいりゃく

です。 若
も

しこの時、正成
まさしげ

が生きて河内にいて

敵の糧 道
りょうどう

を絶
た

ったら、どうだったでしょう？ 賊軍は食物
たべもの

のないのに困
こま

って、次第
しだい

にその軍
ぐん

兵
へい

は逃
に

げ落
お

ち

たでしょうから、実際、正成
まさしげ

の言ったように、尊
たか

氏
うじ

らを滅
ほろ

ぼすこの 難
むづか

しくなかったに違
ちが

いありません。 

しかし、事実
じじつ

はこれに反
はん

していました。 尊
たか

氏
うじ

が京都を占 領
せんりょう

したという事が諸
しょ

国
こく

に知
し

れると、地
ち

方
ほう

の

武士の多くはますます賊軍に応じたので、官軍の勢いはいよいよ 衰
おとろ

えた。 

京都に在
あ

っては、7 月から 8 月にかけて幾
いく

度
ど

かの小
こ

競
ぜ

り合
あ

いがあって、両軍ともに勝
か

ったり負
ま

けたり

していたのですが、8月 28 日に、義
よし

貞
さだ

は最後
さいご

の決戦
けっせん

を 試
こころ

みるために京都を襲
おそ

った。 またまた、高 師 直
こうのもろなお

に大いに破
やぶ

られて 退
しりぞ

いてからは、叡山
えいざん

の官軍
かんぐん

もまた次第に勢いが無くなりました。 

 ( 第 15 話 湊川の戦い  終わり。 次は前頁に戻り、 第 16 話  吉野の朝廷 へ) 


